
氷ノ山の蛾類について ( 第三報 )

本報は1956年 7月6 - 7 日に筆者単独で、また同 8
月10-13日及び1957年 7月21-24日に柏原高校生物研
覧会として行った計3 回の調査の結果である。前2 報
に追加すべきものを得たので報告する。
1956年までの 6 回の調査はいずれも氷ノ山の北面(

熊次側〉のものであったが、 1957年には南面( 西谷側
〉から行った。大屋町筏から横行を軽て進む長い渓流
沿いの路である。これは筏からの登山コースであり、
従来守本陸也氏等によって度々昆虫相の調査が行われ
ている谷である。今回の主な採集地は横行の部落から
約 4 k m奥の地点( 海技量明∞〉と、さらに 3 k mばか
り上流の杉木立の中の山小屋〈海榔守蜘〉とである。

山 本 義 丸

いたものである。ネ種も氷上郡では未知である。
132. Chytonix segregata But1. チヤオピヨ・トク
133. Bryomoia melachlora Staudinger 
134. Acronicta niveosparsa Matsumura 

多/ ロプクロケシモシ
135. Calymnia exigua Butl イタヤキリガ
136. C a1ymnia mα量erata Stauding. キジタキ 9ガ
上記 2種は北方のもので本州では山地性である。ま

だ県下からは得たととがない。
137. Phragmatiphi1a turpis ButL テシオピヨトワ
138. Stenoloba jankowskii Oberth.i / ロスジコヤガ
139. Lithacodia distinguenda Stauding. 

i / ロマダラゴヤガ
下山の日以外は 3 日間共南が降ったり止んだりの梅雨，I  140. Lithacodia numisma Butl. 
空で、採集は思いにまかせなかったが、この谷は熊次|I  141. Lithacodia stygia Butl. ウスジロフコヤガ
側に比して植物が一層よく茂って居り、昆虫相もすば|I  1位 Sarrothripus revayana Scopoli. 
らしく豊富であるうと想像された。山小屋の付近では| クロスジキノカワガ
夜はヒメボタノレ( イプキボタノレ〉が多数飛び交い、高 I143. Sinna extrema Walker アミメリシガ
地性の蛾も飛来した。異例の天候不顕が悔まれるが今 I144. Kera1a  d配 ipiens Butl. ハネモシリンガ
後の再調査を期したい。この採集行についてお世話に| 本種は中部山面地帯、奥日光等には極く普通である
なった守本陸也氏、西谷小学校並に同横行分校の各位| が、 U雌性のものであってまだ県下からは得ていな
に厚く御礼申上げる。 I" 、。杉の山小屋付近で 1頭採集した。
標本の一部は井上寛氏並に杉繁郎氏の同定によるも I145. Ercheia niveostrigata Warren 
のであって、とこに深謝の意を表する。 モンクロνロモクメ

目 録
各科ごとに種につけた番号は前報に続く一連のもの

である。
A R C T IlDA E  ヒトリガ器

14. Eilema conformis W a1ker ツマキホソパ
15. Parasiccia altaica L ederer ホヰ/ オピコケガ
16. SpiIosoma lubricipeda Linne 

キハラゴマダラヒトリ
N O C T U I D A E  ヤガ科

128. Agrotis brunnea Schiffermuller 
品/ ロテシャガ

129. Orthogonica sera Felder ノコメセダカ
130. Trachea tokiensis Butler 

コアオパハガタヨトワ
本種は伯嘗大山でも得ているが氷上郡地方では未知

である。山地性であろう。
131. Trachea askoldis Oberthur 

コマエアカ乙/ ロヨトク
従来 T. yoshinoensis Wileman の名が用いられて

146. Plusia chryson Esper オオキンクワパ
147. .Ophiussa recta Bremer ヒメクピグロセダカ
148. Pangrapta 0加 curata But1. 

リシゴツマキリアッパ
149. L atirostrum japonictmt M iyakeテシグアツノミ
地撤堂の付近でミヤマハハソの枝上から 1頭の幼虫
を得て飼育したものである。幼期の形態についてすで
に報告した〈生態昆虫、 5 (13)、13 0 -1沼、 19弱〉が、
幼虫は腹開4対共に有する semi-looper であって、
アッパ亜科のものとしては異例に麗する。
1印 Badiza notigera But1. i/ラナミクロアッパ
151. B∞ana spacoalis Walk. νロスジアッパ
152. Rhynchina kengka1is Brem. ソトワスアツノミ

SPHINGIDAE スズメガ科
8. Callambulyx tatarinovi Brem. et Grey 

クシモシスズメ
T宜YATIRIDAE

( =  C Y M A  T O P H O R I D A E )  トガリ J命寺
6. B etaps田 tis takeuchii Matsum. 

タケウチトガリパ
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本州、四園、九州の山地に産するが少いようであ
る。次の種と共に県下からはまだ得ていない。
7. Parapsestis umbrosa W iIe m a n  

ヲスジロトガリパ
本種は中部山岳地帯には普通である。
8. Parapsestis argenteopicta Oberth. 

ギシモシトガリパ( ギンポ志ノトガリパ〉

99. Anagoga pulveraria japonica Butl. 
コナアキエダtノヤク

1∞Zanclidia testacea ButL 
キマダラツマキリエダtノヤク

北海道には普通のようであるが、本州では中部山
地、四国では酎可渓が産地として知られている。杉の
山小屋で1 頭採集した。関西では来記録かと思われ

9. Tethea ampliata Butl. オオパトガリパ| る。
10. Tethea intensa ButL ホソトガ Pパ

N O T O D O N TlDA E  シャチホコガ斡
24. Tarsolepis japonica W i1em.et South 

ギシモシスズメモドキ
歩務委筆のスズメガ形をした乙ノヤチホコガである。

氷上君砂高山でも得ているが、山地性のものである。
25. Urodonta viridimixta Brem. 

νロテシνヤチホコ
μ地性。北方には普通のようであるが、県下ではま

だ得ていない。次の種も同様である。
お Hagapteryx admirabilis Stauding. 

ハガタエグリνヤチホコ
地癒堂からさらに数百m 上手で灯火採集を行った。
本種は中部地方の山地には多い。
27. Lophopteryx longipennis Inoue 

ナガエグリνヤチホコ
1955年に記載された種で、ヱグリνヤチホコに似て
いるが麹が細長く赤味が強い。山梨県夜叉捕時・群馬
県熊ノ平・志賀高原・四園面河渓が産地として記録さ
れている。地蔵堂の上手で採集した。
話 Lophontosia pryeri Butl. 

プライヤエグリνヤチホコ
29. Pseudofentonia delia Leech 

プタジマネグロV ヤチホコ
ー名フタジマνヤチホコ。山地性でまだ県下からは

得ていないが、綾部地方には記録がある。
30. Shachia circumscripta ButL 

ニツコクνヤテホコ
31. Desmeocraera punctatella Motschulsky 

プナアォνヤチホコ
上記 2 種共に山地性であって、県下に他の産地を知
らない。却は杉の山小屋で、 31は地撤堂で採集した。
32. Spata1iodes dives Oberth. ギシモシ乙/ ヤチホコ

G E O M E T R I D A E  シヤクガ革斗
96. Ourapteryx obtusicauda Warren 

コガタツパメエダνヤク
97. Tristrophis subpunctaria Le配 h

ヒメツパメエダ乙/ ヤク
山地性と思われる。大台ケ原山の頂上には多かっ
た。県下からはまだ得ていない。
98. Selenia adustaria Leech 

クスムラサキエダジヤク
北海道及び本弁l・四国の山地に産し、少い種であ
る。こもれ県下からは未知であった。

101. Zethenia ruf回 centaria Motsch. 
ミスジツマキリエダ乙ノヤク

1但 S cionomia sinuosa Wilem. 
コツマキクスグロエダ乙ノヤク

100. Scionomia mendica Butl. 
ソトキクロエダ主ノヤク

104. Bizia ae玄aria W alk. ヅマトピキエダジヤク
1白 . X andram回 dholaria sericea B utL 

ヒロオピオオエダ乙/ ヤク
1α). Rectopis sinearia nα:tivorans Butl. 

ヲスグロナミエダνヤク
107. Ectropis excellens ButL 

オオトピスジエダνヤク
100. O phthalmod田 irrorataria Brem. et Grey 

コヨツメエダV ヤク
1ωA r i c h a n n a  melanaria fraterna Butl. 

キi/ タエダ乙ノヤク
110. Culcula panterinaria sychnospilas Prout 

キオピゴマダラエダジヤク
111. Chloroclystis rectangulata L. 

リシゴアオナミ乙/ ヤク
112. Trichodezia 恒ndermanni le配 hi Stauding. 

iノラブ乙/ ロオピナミ tノヤク
113. Sibatania mactata C. et R. Felder 

ピロワドナミ乙/ ヤク
114. Ecliptopera umbrosaria Motsch. 

オオハガタナミ i/ヤク
115. Ecliptopera d民 urrens illitata Wilem. 

セスジナミνヤク
116. Lygris ledereri inurbana Prout 

クストピモシナミ i/ヤク
117. Telenomeuta punctimarginaria Leech 

テシヅマナミジヤク
118. Heterophleps fusca Butl .クスクモナミ乙/" " {ク
119. Asthena anseraria corculina ButL 

キムジi/ ロナミジヤク
120. Hydrelia nisaria C hristoph 

チシガシナミ志ノヤク
121. Sterrha remissa Wilem. 

ホソスジキヒメ i/ヤク
122. Jodis praerupta ButL 

マノレモンヒメアオνャク
123. Hemistola veneta ButLコνロスジアオi/ヤク
124. Hemithea aestivaria Hubner 

キパラヒメアオジヤク
125. G elasma illiturata W alk. 

ヒロパツパメアオ乙/ ヤク
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B O M B Y C I D A E  カイコガ郡
1. T heophiIa  mandarina Moore クワプ

C O C H L I D I O N I D A E  イラガ器
4. Narosoideus flavidorsalis Stauding. ナνイラガ
5. C eratonema but1eri Kawada ウストピイラガ
6. Microleon longipa)pis Butl. デシグイラガ
7. Kitanola sぴヨciosa Inoue クロマダライラガ
19弱年に記載されたもので、模式産地は長野県高瀬

渓谷葛温泉、長野県発晴温泉及び氷ノ山である。氷ノ
山の 1 eiは副模式摸本になっている。瓦 m 叩 1a Sta-
uding. マダライラガに近似しているが黒斑が著し
し、。

L A S I O C A M P I D A E カレハガ現
4. D endrolimus sp配 tabilis B ut1. マヅカレハ

D R E P A N I D A E  カギパガ穏
11. Auzata superba Butl ヒトツメカギノミ
12. D eroca phasma ButL ホνぺヅコクカギパ
ウスボV ペツコウカギパと呼ばれるものも同種であ

る。毘飛性である。
13. Albara scabiosa ButL マエキカギパ
14. Psiloreta turpis B ut1. クロスジカギパ

A E G E RllDA E  スカシパガ穏
2. Paranthrene bicincta Walk. ブタスジスカ五ノパ

P Y R A L I D I D A E  メイガ斡
7. Parata1anta ussurialis Brem. ブチグロノメイガ
8. Pseudebulea fentoni Butl. 

モシズカジキノメイガ
9. Prodasycnemis inornata ButL キムジノメイガ
10. Diasemia litterata scοpoli 

主/ ロアヤヒメノメイガ
1 L  Loxostege pa1ealis Schiff. et Denis 

ヲラグロ五/ ロノメイガ
12. Maruca t笛 t叫alis G eyer マメノメイガ
13. Circobotys nycterina Butl. カギパノメイガ
14. Glyphodes quadrimacu1aJis Brem. et Grey 

ヨツホジノメイガ

20. SyJ1epte luctuosalis Guenee 
モシキクロノメイガ

21. Syllepte tricolor Butl. モシνロルリノメイガ
22. Goniorhynchus exemplaris Hamps. 

クロズノメイガぐオオクロヘリキ〉
23. Hedylepta commixta Butl. 

五/ ロテシキノメイガ
24. Dich∞rocis chlorophanta Butl 

ホソミスジノメイガ
25. Tyspanodes striata B ut1. クロスジノメイガ
26. Pycnarmon pantherata But1. 

クロオピノメイガ
27. Pyαlarmon lactiferaIis Walk. 

ゴマダラノメイガ
28. Pilet∞era sodalis Leech  

コガタ品/ ロモシクロノメイガ
29. Camptomastix hisbonalis W aIk. 

ノ、ナダカノメイガ
30. Hirayamaia rega1is Le民h

キシポ志/ 志ノマメイガ( モシキアカジマ〉
31. Hypsopygia regina Butl. トピイロジマメイガ
32. Cataprosopus pauperalis Le配h

トピモシフタスジトガ 9メイガ
33. Endotricha consocia ButL 

クスオピトガリメイガ〈ヘリグロトガリ〉
34. Stericta ficki C hristoph 

ナカムラサキフトメイガ
35. Nephopterix bi∞lorel1a  Leech 

ナνアカスジマダラメイガ
36. Emmalocera leucocincta W a1k. 

マエジロホソメイガ
37. Argyria interruptellus W aI k . ホソスジツトガ
38. Crambus obliteranS Walk. サツマットガ
39. Crambus striatel1us L成記h クロスジツトガ
40. Crambus nigripuncteI1us L eech キスジツトガ
41. Crambus diplogrammus Ze1Ier  

クスクロスジツトガ
42. Lamoria ruficostella Ragonotアカフツヅリガ

附記

15. Palpita nigropunctalis Brem. 調査未了の標本がまだ若干あるが、次の機会に報告
マエアカスカνノメイガ| したい。 3報を通じて記録した種類数は 434種となる

16. Syllepte inferior Hampson ヨヅメノメイガ| が、とのうち70種以上が氷上郡地方からはまだ採れて
17. Syllepte derogata Fabricius ワタノメイガ i居ないもので、なかには稀産の種や高地牲のものを少
18. Syllepte fuscomarginalis L白 ch なからず含んで居り、氷ノ山の蛾相が当地方としては

クロヘリノメイガ 1
2 特異であることがうかがわれる。

19. Syllepte balteata Fabr. 
クロスジキンノメイガ( ヘリクロキシ〉

会費年 3 0 0 円に増額
昨年 5 月、姫路市立高校での10周年記念会の折、会費増額の件が承認
され、昭和33年度より却O 円( 但し、送軒などは本会の負担) に決定し
ました。至急同封の振替用紙でお送り下さいますよう、お願いします。
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